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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 6 0 0 13 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中込 治・教授 評議員 日本ウイルス学会 

中込 治・教授 Advisory Editorial Board Molecular and Cellular Probes 

中込 治・教授 Editorial Board Paediatrics and International Child Health 

中込 治・教授 Editorial Board Journal of Institute of Medicine 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中込 治・教授 日本医療研究開発機構 分担 ベトナムにおける長崎大学感染症研究プロ

ジェクト 

中込 治・教授 日本医療研究開発機構 分担 厚生労働省科学研究委託費・新興・再興感染

症に対する革新的医薬品等開発推進研究事

業 
下痢症ウイルスの分子疫学と感染制御に関

する研究 

中込 治・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(A) 
グライコミクス情報を活用した下水処理水

再利用における胃腸炎ウイルス制御の新展

開 

石川 岳志・准教授 
平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（C）（一般） 代表 HLA-ペプチド親和性の網羅的計算法の開発

とベーチェット病の病因解明への応用 

石川 岳志・准教授 
平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（B）（海外） 分担 東アジア調査に基づくベーチェット病、強皮症

の特異的 HLA が病態に関わる機序の研究 

石川 岳志・准教授 
平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（B）（一般） 分担 アクチニド分子種と生体分子の相互作用に関

する計算化学的研究 

石川 岳志・准教授 
平成 27 年度 マッチングプラナープロ

グラム「探索試験」 分担 計算化学手法を用いた新規 RNA アプタマー

の設計手法の開発 

金子 美穂・助教 日本学術振興会 若手研究(B) 代表 ネコロタウイルス様ヒトロタウイルスの起

源の解明 

ゴウチャン プニ

ータ・助教 

平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（B） 代表 ネパールにおけるロタウイルスの進化とワクチン

導入が及ぼす影響の評価 

高月 英恵・助教 
平成 28 年度 科学研究費助成事業 

若手研究（B） 代表 試験管内増幅法を用いた孤発性ヤコブ病のプ

リオン体内分布と増幅機構の解明 

渡邊 健・助教 日本学術振興会 代表 科研費基盤研究 C 核外輸送系を標的とし

た抗ウイルス活性を持つ新規シード化合物

の天然資源からの探索 

渡邊 健・助教 日本学術振興会 代表 科研費基盤研究 C 食品の機能成分と抗ウ

イルス薬の併用：薬剤耐性の克服とインフル

エンザ予防は可能か？ 
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渡邊 健・助教 日本医療研究開発機構(AMED) 代表 橋渡し研究加速ネットワークプログラムシ

ーズ A 新規作用機序をもつ抗インフルエ

ンザ薬の開発 

中込 治・教授 一般財団法人化学及血清療法研究所 アヒル胚性幹細胞 EB66®におけるロタウイ

ルスの増殖性の評価 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

渡邊 健・助教 エイズワクチン 2002 年 4月 25日 2009 年 6 月 5 日 特許第４３１７９１

２号 

渡邊 健・助教 抗ウイルス医薬品の相加相乗剤 2013 年 3 月 5 日 出願中 特開２０１４－１６

９２５５ 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

中込 治・教授 Honorary Professor（感染症・グローバルヘル

ス） 
リバプール大学・大学院（英国） 

サンダース トッ

ド リー・助教 
非常勤講師（オーラルイングリッシュ） 長崎女子短期大学 

サンダース トッ

ド リー・助教 
非常勤講師（英語） 長崎純心女子大学 

 
○特筆すべき事項 
①一般社団法人 アジア JAPAN マヌカ協会のウエブサイトにてマヌカハニーの有効成分メチルグリオキサールのこう

インフルエンザウイルス作用についての論文(Watanabe et al. Arch Med Res 45 359- (2014) が紹介される。 
 http://f-manuka.org/effect_03.html 

 
②株式会社山田養蜂場プレスリリース ミツバチの恵み「ビーエナジ－®」で風邪予防～マヌカ蜂蜜・プロポリスでは

抗インフルエンザウイルス効果を確認～2011 年度採択助成研究の成果が 2016 年 4 月 25 日ウエブサイトに掲載。  
http://www.bee-lab.jp/_common/dl/newsrelease/2016/201602_01.pdf 

 


